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国 内人 工 林 材の 需 要 拡大 の た めに ， 公 共建 築 物 での 木 材 利用 が 推 進さ れ てい
る 。 公 共 建 築 物 の 新 築 や 改 修 で は ， 揮 発 性 有 機 化 合 物 ( Vo l a t i l e  O r g a n i c  
C o m p o u n d s )気 中 濃 度の 測 定 が行 わ れ ，指針 値 を 上回 っ た 場合 は 供 用延 期 等 につ
なが る 場 合が あ る 。一 部 の 木質 材 料 から は ， 接着 剤 由 来の ホ ル ムア ル デ ヒド が
放散 す る こと が 知 られ ， 研 究と 対 策 が行 わ れ てき た 。 一方 ， 室 内に お け る ア セ
トア ル デ ヒド は ， 木材 製 品 一般 か ら の放 散 の 寄与 が 大 きい と さ れて い る が， そ
の詳 細 は 必ず し も 明ら か で はな い 。 また ， 室 内の 空 気 の汚 れ の 指標 で あ る， 総
揮発 性 有 機化 合 物（ To t a l  Vo l a t i l e  O r g a n i c  C o m p o u n d s）濃 度の 積 算 範囲 に は ，針
葉樹 材 か ら放 散 す るテ ル ペ ン類 が 含 まれ る 。 この こ と から ， 公 共建 築 物 にお け
る 木 材 利用 を 推 進 す る た めに は ， 木 材 や 木 質材 料 が 放 散 す る V O C の 挙 動 を 明
らか に し ，木材 の V O C 放散 に対 す る 懸 念を 払 拭 する 必 要 があ る 。そ こで 本 研 究
では ， 代 表的 な 木 質材 料 の アセ ト ア ルデ ヒ ド 放散 の 挙 動と ， 代 表的 な 北 海道 産
主要 針 葉 樹の ア セ トア ル デ ヒド ，テ ルペ ン 類 3 種 お よ び T V O C の放 散 量 とそ の
経時 変 化 を明 ら か にす る こ とを 目 的 とし た 。 本研 究 で は， 小 形 チャ ン バ ー法 を
用い て ，1）木 質 材 料の ア セ トア ル デ ヒド 放 散 速度 に 経 過時 間 ，相 対 温 度，相対
湿度 が 与 える 影 響 ，2）小形 チ ャ ンバ ー 法 の 測 定 結果 を 用 いて ，実 大空 間 で の ア
セ ト アル デ ヒ ド 気 中 濃 度を 推 定 す る 手 法 ， 3） 北 海 道産 針 葉 樹が 放 散 す る V O C
の経 時 変 化 と そ の 統計 モ デ ル化 に つ いて 研 究 を行 っ た 。  
市販 の 木 質ボ ー ド 6 種 と試 作 し た合 板 のア セ ト アル デ ヒ ド放 散 速 度を 小 形 チ
ャン バ ー 法を 用 い て測 定 し ， そ の 経 時変 化 ， 温度 ， 相 対湿 度 が 放散 速 度 に与 え
る影 響 に つい て 検 討し た 。そ の 結 果，木質 材 料 のア セ ト アル デ ヒ ド放 散 速 度は ，
無垢 材 の 先行 研 究 の値 と 大 きな 差 異 は 認 め ら れな か っ た。 ま た ， す べ て の試 験
体の 放 散 速度 は 最 初の 1 週 間 で 急速 に減 衰 し ， 2 週間 後 には 1 0  µ g / m 2 h 以 下の
値を 示 し た。 そ の 後減 衰 は 緩や か に なり ， 当 初か ら 4 0 - 9 0  %低 下 した 。 放 散速
度の 経 時 変化 は 指 数関 数 ま たは 2 つ の指 数 関 数の 和 の 数理 モ デ ルで 説 明 でき る
こと を 明 らか に し た。 異 な る温 度 条 件下 で は ， 測 定 初 期で は 温 度が 高 い ほど 大
きな 放 散 速度 を 示 した が ， 2 週 間 経 過後 に は ，各 条 件 でほ ぼ 同 じ値 を 示 した 。
測定 結 果 から 放 散 初期 の 温 度と 放 散 速度 の 関 係を 表 す 半実 験 式 を得 た 。 異な る
相対 湿 度 条件 下 で は ， 相 対 湿度 が 高 いほ ど 大 きな 放 散 速度 が 観 察さ れ ， 放散 速
度の 減 衰 の速 さ は 相対 湿 度 の影 響 を さほ ど 受 けな か っ た。 測 定 開始 後 1 4 日 目
の値 を 用 いて 相 対 湿度 と 放 散速 度 の 関係 を 表 す実 験 式 を 求 め た 。  
小 形チ ャ ン バー と 室 内空 間 で は， 試 料 負荷 率 が 大き く 異 なる 。 小 形チ ャ ンバ
ー法 を 用 いて ， 代 表的 な 木 質材 料 の 試料 負 荷 率と 放 散 速度 の 関 係を 求 め た。 測
定し た 木 質材 料 の アセ ト ア ルデ ヒ ド 放散 速 度 は ， 試 料 負荷 率 に よら ず ほ ぼ一 定
であ る こ とを 明 ら かに し た 。こ の 結 果は ， 実 用的 な 範 囲内 で は ， ア セ ト アル デ
ヒド 気 中 濃度 が 放 散面 積 に おお よ そ 比例 す る こと を 示 して い る 。 小 形 チ ャン バ
ー法 を 用 いて 内 装 用木 質 材 料の ア セ トア ル デ ヒド 放 散 速度 の 経 時変 化 を 求め ，
放散 速 度 の経 時 変 化モ デ ル と室 内 の 物質 収 支 式 を 用 い て， 室 内 のア セ ト アル デ
ヒド 気 中 濃度 の 経 時変 化 の 予測 を 行 った 。 小 形チ ャ ン バー で 測 定し た 材 料と 同
一種 類 の 内装 材 料 を実 大 実 験室 に 設 置し ， 室 内の ア セ トア ル デ ヒド 濃 度 の経 時
変化 を 観 察し た 。 気中 濃 度 の予 測 値 と実 測 値 を比 較 し ，本 手 法 は 一 定 の 精度 で
気中 濃 度 を予 測 で きる と 結 論づ け た 。実 大 実 験室 の ア セト ア ル デヒ ド 気 中濃 度
は， 測 定 開始 後 急 上昇 し ， 一時 的 な 高濃 度 を 示し た の ち減 衰 し た 。 こ の こと か
ら ，現 行 の 新築 住 宅 を対 象 と した 室 内 V O C 気中 濃度 測 定 方 法は ，過 渡 的な 高 濃
度を 記 録 する 可 能 性が あ る こと を 指 摘し た 。  
北 海道 の 主 要針 葉 樹 であ る ト ドマ ツ ， カラ マ ツ ，ア カ エ ゾマ ツ 材 のア セ トア
ルデ ヒ ド ， α -ピネ ン ， β -ピ ネ ン ，リ モ ネ ン お よ び T V O C の 放散 速 度 の経 時 変 化
を小 形 チ ャン バ ー 法を 用 い て観 察 し た。 こ れ らの 物 質 の放 散 速 度は ， 測 定開 始
後急 速 に 減衰 し ， 4 週間 後 に は当 初 か ら 7 0 - 8 0  %減少 し た 。無 垢 材の V O C 放 散
にお け る 個体 差 等 によ る ば らつ き を 反映 す る ため ， 経 時変 化 の 数理 モ デ ルを 階
層ベ イ ズ モデ ル と 呼ば れ る 統計 モ デ ルへ 拡 張 した 。 そ の結 果 ， 気中 濃 度 や放 散
速度 に 対 数正 規 分 布を 記 述 した モ デ ルの 構 築 が可 能 に なっ た 。 また ， モ デル の
階層 化 に よっ て 個 体差 を 記 述し つ つ も 外 れ 値 の影 響 を 受け に く い頑 健 な モデ ル
化 を 実 現 し た 。 パ ラ メ ー タ の 算 出 に は ， マ ル コ フ 連 鎖 モ ン テ カ ル ロ （ M a r k o v  
c h a i n  M o n t e  C a r l o） 法を 用 い た。 階 層 ベイ ズ モ デル と M C M C 法 の組 み 合 わせ に
よる 放 散 速度 の 予 測分 布 は ，観 測 デ ータ に 対 して 良 い 当て は ま りを 示 し た。 放
散速 度 の 予測 分 布 をも と に 計算 し た ，実 大 空 間の 気 中 濃度 の 予 測分 布 は ，ピ ー
ク時 の 気 中濃 度 は 同一 樹 種 内で も 大 きく ば ら つく が ， 時間 の 経 過に 従 っ て ば ら
つき が 小 さく な る こと が 示 唆さ れ た 。一 方 ， トド マ ツ 材を 設 置 した 室 内 にお け
る 2 0 0 時 間後 の 予 測気 中 濃 度は 他 樹 種と 比 べ て明 ら か に小 さ く ，樹 種 間 の差 は
比較 的 長 期に 渡 っ て室 内 濃 度に 影 響 を与 え る 可能 性 が 示唆 さ れ た。  
